
用意するもの

● 文房具類
・ はさみ
・ ボンド
・ 押しピン

※あふれたボンドをふき取るのに、ウェットティッシュなどがあると
良いです。

※折り筋をつけるために、鉄筆・定規などがあると良いです。
（鉄筆の代わりに、芯の出ないシャープペンシルや、書けなくなったボール
ペンなども可）

● 型紙１
● 型紙２
● 型紙３

● 土台型紙（部品1～4）

→ 型紙1～3は、厚めの紙(マット紙など)に印刷し、
裏面に黒画用紙を貼ったり、黒く印刷したりして
ください。

※型紙が厚くなると、光をよくさえぎるため、星はきれいに
見えますが、折りづらく（工作しづらく）なります。

※型紙が薄くなると、光が透けやすくなりますが、折りやすく
なります。（ただし、つぶれないように注意が必要。）

→ 土台型紙は、ケント紙や工作用紙などのしっかりとした用紙を
使ってください。
（直接印刷する他、普通用紙に印刷して貼っても可）

★北緯35度の星空です。
★月日と時刻をあわせると、その時に見ることが
できる星空になります。

アトウッドタイプ プラネタリウム 工作
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※穴は、先にあけてもかまいません。
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※あらかじめ、折りすじをつけると
折りやすい。
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⑩北天の のりしろ部を曲げ
北天の型紙を接着する

⑨天球儀の のりしろの細線に
そって切る

※十分にボンドが乾いて
から 切りましょう。

※南天の のりしろ部を
外側に折り曲げておく。
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部品3

部品2 部品2

天球儀の のりしろに部品２を通す

※あらかじめ、折りすじをつけると
折りやすい。
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④部品３を数字が見える
ように貼り付ける

部品３の貼る位置を
天球儀と合わせてね
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⑤ 部品４を切り取り、折り曲げ線で折る

※あらかじめ、折りすじをつけると
折りやすい。
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↓ここだけ山折り



⑤ 部品４を天球儀パーツと(1)～(4)の順に接着する
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土台の高さが
地平線ラインです→

月日と時刻をあわせると、その時に
見ることができる星空になります。

★画びょうで穴をあけるときは、ティッシュを
2，3枚丸めて、内側からおさえるなどして、
画びょうで指を刺さないように注意してくだ
さい！

★画びょうは、押さずに、まわしながら刺すと
良いです。

★星の明るさによって、穴の大きさを変えてみ
ましょう。（縫い針や虫ピン、千枚通しなど、太さの
ちがう針を使う）
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★明るい星や､わかりやす
い星座・星の並びから
順番に、確認しながら
穴を開けていくと良い。



型紙作成：明石市立天文科学館 星の友の会 井口雅博
使用データ：鏡像天球儀ジェネレーター（https://tohru-t.github.io/uragaeshi-tenkyugi/） Ⓒ高橋徹

ヒッパルコス星表・メシエ天体データ http://astro.starfree.jp/commons/


